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Abstr乱Ct  

Two＄peCimensofdleSaぬonid鮎h5αねgg玩〟gね〝C珊1αぞ紹由（PALIAS）werecoはectedwithang血gat  

theupstreamoftheSakanaiRiver，MiePrefecture・Wedescdbedherethesespecimensasarecord  

ofthespeciesなomnaturalstreamofMiePrefecturealthoughthesespecimensnlaybeintroduced触〉m  

neighbo血gareas．  
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のイワナは後述するように移根放流されたものである可  

能性が商い。   

標本は凍結解凍後に10％ホルマリン水溶液で固定後，  

70％エチルアルコール中に移され，三盛大学生物饗條学  

部附属水産爽版所（FRLM）に保管された。体各部の測  

定は原則的にHuBBSandLAGLER6）にしたがった。  

指  貫  

イワナお飯南購ね㈲㈹都ぬ（PAL！AS）はサケ科イワ  

ナ燐に属する魚類で，本棟の分布に関しては従来カム  

チャツか単極から沿海州，朝鮮半島，サハリン，および  

北海道や本州とされていた1・2）。しかし敢近九州や相国  

からも，移植の可能性を完全には否定できないものの，  

自然再生産個体群の存在が報告され3），本邦における本  

棟の分覇について汚検討が必賓となってきている。本州  

中郡では静岡県，岐単軌 滋賀県，和歌山県で本棟の自  

然分布が確認されているが，三蕊県でほ現在まで移植も  

含めて天然水城から本棟の報皆はない4，5）。   

撤近，三盆県松阪市の阪内川上流域から2個体のイワ  

ナが探索されたので，これを記載した。ただし，これら  

イワナ勤加浦削射蜘肌肋肛戚＝m皿AS）  

標本   

FRLMllO60，1個体，雌，標準休養126．1mm，  

1991年6月，三盆県阪内川支流法浄寺肛探鉱者：長井。  

FRLMl1719，1個体，雄，標準休演204．Omm，1991  

年11月22日，三鹿県阪内川支流法浄尊川，採集者：慮外。   

平成6年6月20日 受難  
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Fiど．1．Sa如J血LSIetL（011LL7F7ぬFRLMllO60．126．1nlmSL．femalc（top）andFRLM  
l1719，204．OmmSL，male（bottom）なomtheSakanaiRiver，MiePrefecture．   

記載   

御株本の計測値をTablelに饗した。両標本とも各鰭  

の鰭粂に屈曲がみられた。また，FRLMllO60では左右  

の胸鰭戌に差があり，左側が凝滞に短い。FRLMl1719  

は成熟した放で，FRLMllO60に比較して上顎長の相対  

艮が養い。   

解凍後の色彩：FRLMllO60では，体の常軌ま灰褐色  

で腹面ほ銀白色。体側に10偶のパーマークが確認できる。  

側線上方の体側面には瞳孔よりも′トさなP】形白色斑があ  

る。側線上およびその下方の体側面には瞳孔よりも小さ  

な円形赤橙色斑がある。各鰭は黄色みを帯び．背鰭や脂  

鰭，尾鰭ではさらに橙褐色を幣びる。また一馬鰭上下線  

辺付近は赤橙色で，稜線はやや轟い。FRLMl1719では，  

体背面や側面は薬禍色で，腹盲酌ま白色～費白色。体側面  

には不明瞭なパーマークが12梱程度みられる。側線上方  

の体側爾には少数の瞳孔よりも小さな円形淡色扱がかす  

かにみられ，側線付近およびそれより下方の体側面には  

瞳孔よりも小さな円形赤橙色斑がある。頭部は山稜に騒  

い。胸鰭は熊色で上線は黄白色，その他の蛸は黄褐色で  

鰯粂は握みがかり，尾鰭の上下両線は赤橙色。  

考  察  

イワナにはいくつかの変異が知られ，それぞれ色彩特  

に白色斑の大きさや赤橙色斑の有軌 および紙粂骨数，  

側線鱗数，鯉紙数，幽門垂数などに差があることが報哲  

され2・7】9），これらは通常アメマス（エゾイワナ），ニッ  

コウイワナ，ヤマトイワナ，ゴギの4彗廷に分けられる場  

合が多い2，10）。これら4蓋建の分類学的地位は様々溝論が  

あるが，現在ではこれらは同一種内の遺伝的あるいは職  

域の差による変輿と考えられている11）。また，これらの  

変異を同種内の地理的変異とみなし，それぞれを亜種と  

したものもある10〉。しかし，丸山川が述べているよう  

に，ニッコウイワナほ変興が大きく，ヤマトイワナやゴ  

ギ，アメマスのそれぞれと類似した個体の出現も確認さ  

れていることや，計数形質も各塑で蕊複する場合もあり，  

これら4塑の紋別的特徴は明瞭てはないと考えられるた  

め，ここではイワナ冬型を亜腰として取り扱わなかった。   

紀伊半島から相横川までの太平洋流人河川や茸芭琶湖東  

辟の天然河川に生息するイワナはヤマトイワナであると  

されている1，2，10・12）。FRLMl1719には白斑がほとんど  

なく，－】】一方小型のFRLMllO60にほ比梗的明瞭な白斑  

があるが，これらは明らかに瞳孔よりも小さいことから，  

ここで記載した標本は2個体ともこの地方に鉦精分塞す   
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Till血1．CountsこIndproporlion；l＝11eaSuremCntSOfSa［l・Ch171LLS／eLLCO］1）L）川isfl・0】11theSakanailミi＼・er，Mic  

Prefecture  

FlモLMllO6O  FIそLMl1719  

Standardlength（m）  

Counts   

Dorsal・触rays   

Anaト触rays   

Pectoral一触rays   

Pelvic・魚nrays   

Latera＝ine scales   

Gi11rakers   

Pyloriccaeca   

Branchiostega】s   

Vertebrae  

Il】％ofstandardlengtll   

′rota】1engtll   

Headlength   

Predorsaileng血   

Lengthofdorsaトfinbase   

Distancefromendofdorsal一血basetoorlglnOfadiposefin   

Distancefrorn［ipo‖owerjawtoorigionofpel＼・ichn   

Distancefrol11tipoflowerja＼VtOOri如nofana＝h   

Lengthofanaト触base   

Lengthofcaudalpedunc）e   

Bodydepthatolうginofdorsa＝iII   

Depthofcauda）pedunele   

Lengthof）ongestdorsalfinra）′S   

Lengthoflongestanal一触rays   

Lenがhd‖ongestpectoraト魚nrays   

LcngthofJongcstpelvic・finra〉・S  

In％orlleadlenがh   

Snoutlenが1   

Eyediameter   

Lengthofupperjaw  

Interorbital width 

126．1  204．0  
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＊Data打omr増量ItPeCtOra用n  

いため，自然分布の可能性も完全には否定できない。  るヤマトイワナ出であると考えられる。しかし，両標本  

とも各蛸の鰭条に屈曲がみられ，特にFRLMllO60で  

は左側胸鰭が明らかに異常な形態を示している。このよ  

うな鰭にみられる異常形態は天然魚に比絞して餐始種苗  

の方がほるかに出現率が高いとされ（中野，私侶），し  

たがって，ここで記載したイワナはその斑紋等の特徴か  

ら，近接する木曽三川水系や天魔川水系のヤマトイワナ  

を親魚とした養殖種償が成長したものである可能性が極  

めて商いと考えられる。しかし，現在までの調査では，  

この河川でイワナを移植放流した事爽は確認されていな   

要  約  

三盈県阪内川上流域から釣によって2個体のイワナが  

採鉱され，これらの標本を三盆終末然河川からの紀録と  

して記載した。しかし，これらは近隣水系から移植され  

たものである可能性が高かった。   
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